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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　食品偽装の裁判判決
今年９月には食品偽装に関して多くの裁判判決がありました。偽装が発覚すると行政的制裁だけでなく、司法的制裁もあり、講習会等で食品営業者に判決の概要を知らせることによって少しでも食品偽装が減ればと思いまとめました。
海商　2006年11月２日　山口地裁
北朝鮮産アサリを９回にわたり中国産と偽って愛知県内の２業者へ販売　不正競争防止法違反で役員に懲役１年（執行猶予３年）。法人に罰金300万円
ミートホープ　2008年3月19日　札幌地裁

発覚の７年前から恒常的に豚肉、羊肉、鶏肉入りひき肉を「牛100％ミンチ」として販売　不正競争防止法違反と詐欺罪で社長に懲役４年（実刑）
日本ライス　2008年4月17日　大阪地裁
千葉県産コシヒカリ及び品種不明米を混合して福井県コシヒカリ100％として販売　不正競争防止法違反と詐欺罪で社長に懲役２年（執行猶予３年）及び罰金100万円。社員２名に懲役１年（執行猶予３年）。法人に罰金300万円

アオキ淡水　2008年8月14日　徳島地裁
中国産のウナギ蒲焼きを徳島産に偽装して、県内、石川県などの業者へ販売　不正競争防止法違反で社長ほか１名に懲役２年（執行猶予４年）
大水（水産大卸）、竹村商店（仲卸）　2008年9月29日　大阪地裁

タイ産のチリメンジャコを淡路島産と偽って販売　不正競争防止法違反で大水担当者に懲役１年６月（執行猶予３年）、竹村商店役員に懲役１年（執行猶予３年）。大水に罰金180万円、竹村商店に罰金90万円
東海澱粉　2008年9月29日　鹿児島地裁

中国や台湾産のウナギを国内産と偽って加工業者へ販売　不正競争防止法違反で本社（静岡県）課長及び現場所長に懲役２年（執行猶予３年）
船場吉兆　2008年11月5日　大阪簡裁

佐賀県及び鹿児島県産牛肉をブランド名の三田産（兵庫県）として販売　不正競争防止法違反で社長及び取締役の両名に罰金100万円の略式命令

美ら島フーズ　2008年12月22日　那覇地裁

台湾産マンゴーを宮古島特産マンゴーと偽ってテレビショッピングなどで販売　不正競争防止法違反で社長に懲役１年６月（執行猶予３年）、社員に懲役１年（執行猶予３年）。法人に罰金150万円

精肉石川屋　2009年2月25日　仙台地裁

外国産豚肉を宮城県産と偽って学校給食センターへ27回にわたり納入　不正競争防止法違反で社長に懲役３年（執行猶予４年）

丸明　2009年3月24日　岐阜地裁

基準に満たない等級の低い牛肉をブランド和牛の「飛騨牛」と表示して販売　不正競争防止法違反で社長に懲役1年６月（執行猶予４年）

魚秀、神港魚類、徳島魚市場　2009年４月27日　神戸地裁
中国産のウナギ蒲焼きを愛知県三河一色産とし架空企業名を表示して販売　不正競争防止法違反で偽装作業を行った会社の専務に懲役２年６月（執行猶予４年）及び罰金400万円。魚秀社長と社員２名、神港魚類課長の４名に懲役２年６月（執行猶予４年）及び罰金200万円。魚秀と徳島魚市場（魚秀の親会社）に罰金1,000万円。神港魚類に罰金500万円
＊企業名、職名は発覚時
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	ワールドフーズ（食品加工業）、五色フーズ（販売者）　2009年5月14日　佐賀地裁
フィリピン産、カナダ産海藻を使用した加工食品に「原産地長崎県五島列島」などと表示して販売　不正競争防止法違反でワールドフーズ営業部長に懲役１年８月（執行猶予３年）、五色フーズ社長に懲役２年（執行猶予４年）。ワールドフーズに罰金80万円

青森県果工　2009年6月23日　青森地裁

外国産リンゴ果汁使用の製品を青森県産使用と偽って販売　不正競争防止法違反で社長及び元社長の両名に懲役３年（執行猶予５年）。法人に罰金1,000万円
サンライズフーズ　2009年9月2日　松山地裁

中国産のウナギ蒲焼きを、国産ウナギ蒲焼きと偽装して販売、養殖池九つの水を抜いて調べたところ、確認できたウナギは二つの池で計110匹　不正競争防止法違反及び廃棄物処理法違反で社長に懲役２年６月（執行猶予４年）及び罰金100万円、同社役員に懲役２年（執行猶予３年）及び罰金50円
比内鶏　2009年9月8日　仙台高裁秋田支部
発覚の10年以上前から比内鶏（日本三大地鶏）ではない廃鶏の肉を、薫製商品などに「比内地鶏」と虚偽表示して販売　不正競争防止法違反と詐欺罪で社長に懲役３年（実刑）
キャセイ食品　2009年7月16日及び9月11日　長崎地裁
中国産等の原料を使用していた野菜冷凍食品について、九州産等として生協、学校給食等へ出荷　不正競争防止法違反で副社長に懲役２年６月（執行猶予３年）、社長ら３名に懲役２年（執行猶予３年）
高橋水産加工、枢木水産　2009年9月17日　大分地裁

中国産ハマグリを大分産と偽って販売、不正競争防止法違反で両社社長に懲役1年6月（執行猶予4年）

地方卸売市場ひた青果水産　2009年10月7日　大分地裁

中国産タケノコの水煮を九州産などと偽り販売　不正競争防止法違反で社長に懲役２年（執行猶予５年）、社員に懲役２年（執行猶予４年）。法人に罰金300万円

　食品偽装が発覚すると、行政的制裁（営業の禁止・停止、製品の回収）、社会的制裁（信用失墜により売り上げ減、場合によっては倒産）、そして報道は小さくなくなりますが司法的制裁（懲役、罰金など）があります。そこで、今号では裁判で、確定したものをまとめました。

また、消費者に直接関係していなかったＢＳＥ関連の牛肉買取偽装事例とこれから判決がでる事故米に関しての事例（三笠フーズの一審判決は10月16日）は除きました。

　食品偽装の判決を見ますと、

　①　罪状は不正競争防止法違反　一部では併せて詐欺罪

サンライズフーズの廃棄物法違反は、養殖場にウガギはいなかったのに、発覚後、養殖施設内にウナギの死骸を数百キロ放置したためです。

なお、係争中の事例では、事故米の「ノノガキ」は食品衛生法違反で、輸入アサリの事例では関税法違反で問われています。

②　多くは懲役２年から３年、執行猶予が２年から４年です。今年に入って執行猶予５年が見られます。

③　実刑はミートホープと比内鶏の社長２名で、結審しています。長期間で計画性があったからと考えられます。

④　餃子の殺虫剤混入事件以降、中国産食品の売れ行きが不振となり、国内産への偽装事件が多く見られます。裁判で弁護側は「会社維持のために仕方がなく行った」と執行猶予を求めています。

⑤　何回も大きく報道されました船場吉兆は略式命令で終わっています。直接消費者への販売だけだったためと思います。

　

　講習会等で、この一覧表を参考にして食品営業者へ食品偽装防止の啓発していただければ幸いです。食品偽装をすると司法的にも大きな制裁があることが判れば、食品偽装は自ずと減るものと考えます。食品偽装の発覚の半数以上は内部告発です。企業内で社員が営業者に意見を容易に述べられるような、そして営業者が社員からの耳の痛い意見を聞けるような社風作りが必要と考えます。

ＢＳＥ関連の牛肉買取偽装及び事故米に関しては、いずれまとめたいと思っています。（笈川）

· なぜか西日本の事例が多いです。
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